
 

【わんぱく天国 雪まつり】 

押上の「わんぱく天国」で雪まつりを開催します。 

山形県鶴岡市（朝日地域）から運ばれた雪を使っ 

て、そり遊びやかまくら遊びができるほか、朝日地域の 

物産展も行います。 

■日時 令和２年２月１日（土）、２日（日） 

両日とも午前１０時～午後３時（予定） 

■会場  わんぱく天国（押上一丁目４７番８号） 

℡03‐3612-1456 （通常開園は午前 9 時～ 

午後 5 時） 

※駐車場・自転車駐車場はありません。 

公共交通機関をご利用ください。 

■申込み…不要、当日直接会場まで。 

★ 詳細は下記の連絡先 又は わんぱく天国まで 

イベントのお知らせ 

～令和元年度家庭教育学級補助金の申請を受付けています～ 

 

【地域育成者講習会】 
地域で子どもの育ちを支える！ 

～吾嬬二中地区育成委員会の事例をヒントに語り合おう！！～ 

子どもの成長において、地域はとても大きな役割を果

たしています。私たちは子どもたちに対してこれからな

にができるでしょうか？ 

吾嬬二中地区育成委員会の事例をヒントに参加者同士

の対話の中から、すみだの子どもたちの育ちを考えます。 

 

■日時 2 月 19 日午後 6時 45 分～午後 8時 30 分 

■会場 すみだリバーサイドホールイベントホール 

■対象 地域で子どもを対象とした活動を行っている方、こ

れから子どもを対象にした活動を行いたい方 

■定員 100 人 

■申込み ０３－５６０８－６５０３ 須藤まで 

  令和２年１月 

 

 

  対  象  団  体   ☆保育園、幼稚園、小学校及び中学校の父母の会や PTA 等 

  要      件   ☆参加予定人数を２０人以上とすること ☆実施時間が２時間以上とすること 

                ☆実施場所が墨田区内であること ☆参加者を補助対象団体構成員だけに限らないこと 

 対象となる活動経費  ☆講師謝礼、保育協力謝礼、会場使用料、事務用品・印刷費用等 

 対象となる活動の例  ☆講演会・学習会の開催 

 ☆子どもと一緒に開くスポーツ大会、地域交流など（講師による講義を含むもの） 

  補  助  金  額   ☆１団体１回 上限２９，０００円 

  補  助  団  体   ☆年間 先着１５団体程度 

  申  請  受  付   ☆令和２年２月７日（金）まで 申請の受付をいたします。 

区ホームページ、墨田区役所地域教育支援課（墨田区役所１１階）で配布している

所定の書式に必要事項を記入の上、郵送、もしくは直接窓口へ持参してください。 

※期日まで日数が短いため、申請を検討する場合は担当（下記連絡先）まで連絡をしてください。 

※補助金交付についての詳細や申請書等の書式は、右記 QR コードからご覧になれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

【連絡先】 墨田区教育委員会事務局地域教育支援課 電話 03-5608-6311 

■子育て通信■  しつけや生活習慣の確立、家庭学習の習慣づけなど、家庭内における教育を支援するため、

季刊で発行しています。子育てや家庭教育に関する様々な課題への対処法等について、コラム形式で専門家が紹

介するほか、教育委員会で実施する講座等の情報を掲載していきます。     ◆◆裏面にコラムがあります◆◆ 

 

 

 

 



          

       
 

        

 

 

 

 

 

 
 

保護者の皆さまから、「自信のある子どもに育ってほしい」、「自己肯定感を育みたいがどのよう

な点に配慮したら良いか」という相談を多く受けます。国立青少年教育振興機構が実施した「高校

生の心と体の健康に関する意識調査報告書（平成２９年度調査）」によると、日本の高校生は｢自

分は価値ある人間だと思うか｣という質問に「思う」、「まあ思う」合わせて 44.9%という結果が出て

います。自信を持っていろいろなことに挑戦できる子どもに育てたいですね。 

 

自信の持てる子に育てるには、『ほめる』ことが大事といわれています。子どもの適切な行動に

「すごい！」「良い子だ」「りっぱだね」とほめたり、ご褒美にプレゼントを与えたりと広い意味ではほ

め言葉も褒美の一種です。しかしながら、ほめる結果，子どもは褒美を得ることが目的になってい

ませんでしょうか？ 

 

褒美を得ることが目的となってしまうと、子どもはほめられる「言葉」や「もの」が欲しくて行動し

始めます。逆に褒美をくれる人や褒美がなければ適切な行動をしなくなります。常に周りの評価

を気にするようになってしまい、自分の行動に自信が持てず「これでいいの？」と周りの評価を確

認するようになります。成果をほめられることが目的となってしまうと、｢できる自分｣のみが〇で、

｢できない自分｣は×になり、未知のことに挑戦する気持ちが持てなくなります。 

 

では、どうすれば子どもの気持ちに寄り沿った対応ができるのでしょうか。  

それは結果ではなく、子どもの努力やチャレンジしようとした気持ちに焦点を当てた言葉がけで

す。｢よく頑張っていたね｣、｢上手くできてうれしそう｣、｢難しいことを思い切ってやったね｣ 、｢諦め

ないで最後までがんばったね｣。このような言葉がけは上手くいかなかった時の励ましとしても応

用できます。 

 

どの子も生来的に未知の世界に 

『チャレンジしたい』という気持ちを持っています。 

 

その気持ちを子どもと一緒に育んでいきましょう。              

 

（早川和子 はやかわ かずこ  臨床心理士・墨田区スクールカウンセラー） 

 

家庭教育に関する質問 絶賛募集中！！ 

 地域教育支援課では家庭教育支援の充実を図るため、様々な事業を実施しています。一層の充実を図るため、「子育て支援コラム」で

取り上げてもらいたい内容や事業についての質問を募集いたします。ご興味のある方はお気軽にお問合せください。 

【連絡先】墨田区教育委員会事務局地域教育支援課地域教育支援担当 

■住所 〒130-8640 墨田区吾妻橋１-２３-２０ 墨田区役所 11 階 

■電話 03-5608-6311【平日 8:30～17:00】  ■メール CHIIKIKYOUIKU@city.sumida.lg.jp 

mailto:CHIIKIKYOUIKU@city.sumida.lg.jp

